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各頼長市姓暮文化肘I暮センタ- / JF生長俗*科せ

所在地/紺康市那加門前町3丁目1替地3　要凪匪囲

市民公EB内　中央囲暮館3胎

t　拓/058-383-1123　各務原市立中央図書館の3階で市

内の歴史･民俗や辻跡などの調査

研究､資料の保存を行うとともに､歴

史や文化に親しめるような常座の開

催､書籍の刊行などの事業を行って

います｡併設の歴史ギャラリーでは､

考古資料や歴史民俗資料を展示公

開していますo

話芸…‡≡…棚　等磁描臓

所在地/各野康瑚沼西町1丁目116替地3　㌢蘭画圏圏

中LLr道鵜沼宿の町屋建築で､民家

と郵便局を兼ねて昭和39年まで使

用されていました｡街道に面した主

屋は明治24年(1891年)の燕尾大

震災による倒壊の後に建て替えられ

たものですが､入母屋造や格子戸な

どの町屋の形式を保ち､旧蒋場町

の面影を今日に伝えています｡

若齢鐘砧謝遠　　　　顧@]圏圏

所在地/各野原市川島松書町1951替地4　川島会館4階

市内川島地区を中心とした木曽川

流域の古代から現代までの歴史､か

っての生活文化や生業､道具など

の移り変わりを市民から寄せられた

資料をもとに展示公開していますQ

また､空襲資料室では各務原が受

けた空集の様子を詳しく紹介してい

ます｡

県指定史摩損論品　　　匝働司

所在地/各務票市蛾漕三ツ池町6丁目342番地

縄文時代中期と晩期の木曽川中流域を

代表する辻跡です｡ 5次にわたる発掘

調査の後､公園として整備され､竪穴住

居6基と据立柱建物1基のほか,石囲

炉などが復元されています｡

炉沖iL称出土*文土手

亜　市指定史跡
おおまき　ごう　こふん

大枚1号古墳

所在地/各拷原市外悪天伊木町4丁目425替地

大枚1号古gt出土手形石格

古墳時代後期(6世紀後半)に造ら

れた叫長約45 mの前方復円妹と考

えられます｡発掘洞査された横穴武

石墓､家形石棺ともこの地域最大の

規模を誇り､石室内からは表華な馬

具が多数出土しました｡

※建4小学校の取地内にあります

ぼうづかこふん

県指定史麟　坊の壌古墳

所在地/各務原市斗冠詞洩町5丁目26番地

古墳時代前期(4世紀後兼)に造られた

境長約120mの前方復円攻で県内第

2位の大きさですC古墳の周りには周壕

を備え､墳丘は三段集成で斜面には葺

石が施され､境頂部の外周に沿って円

i-　1∴∴ ､..i
石製の勾玉や管玉､魚やモチなどを模

坊のJZ古恥出土円冊廿●　　した集紀用の土製晶も出土しれた｡

⑧　市指定史麟実施益議　　　回顧

所在地/各務原市須稚宇天狗谷2403番地5

天狗谷遺跡は､周辺の天狗谷古墳群と古窯跡群からなり,発据網査の行

われた古墳時代末期(7世紀後半)の古萌と奈良時代(8世紀)の須恵器

窯､平安時代(11世紀)の灰軸陶器窯を保存し展示しています｡付近は

填轟義森岳覇#Jの中心地に当たり､ 6 - 13世紀にかけ東海地方で

も特に多くの焼き物が生産された地域です｡

さんでんじあととうしんそ

Bl指定王事文化財　LIJEEl寺井塔心種

所在地/各務原市蘇原寺島町2丁日18番地(無染寺境内)

7世紀後半に建てられた古代寺院の塔の礎石です｡表面の幅は約

1.5m､中央に径85cmの柱座､その中心には径16cmの舎利孔が

ぁります｡舎利孔から発見された産馳基調壷誌は､礎石とともに

国重要文化財に指定されています.

現在､佐波!一合判専一の書1品を中央司書書3肝歴史ギャラリーで最示しています

略儀編編｢1扇~ー~ :~~

所在地/各凍原市川Jh汝町682書地仲鹿川J57#有交差点の兼角)

戦国時代に活躍した土兼松原瀬書

芸久と､弟の内匠芸定の屋敷であっ

たと伝えられています｡松原兄弟は

斎藤道三に仕え､その後木下藤吾

郎に協力して墨俣一夜城の築城に

大きな働きをしましたC

橿二重寧串率二二二二｣
所在地/各務原市川A松書町1096菅地先　　漣跡は現在､木曽

川の河床となっています｡

弥生時代末期から古墳時

代初期(3世紀後半～4世

紀初め)にかけての土器

が多く出土しました｡

※鮎は瑚肋のtdIにあります

宙舶消溢

所在地/各務康市酎東西町地内

江戸時代に木曽川の洪水から本堤防を守るために造られた全長286 m

の石積みの堤防です｡猿尾埠は強い水流の勢いを弱める効果があり､本

堤坊から川-突き出すように築かれることが特徴です｡

※岐阜県各務原洲ヒセンターの故地内東方にあります

いiや壬にLこふん　　　　　∴∴　-おおいぎゃまにし　こかんおおいぎ　ゃ手にし　こふん

桐　市指定史鐸大伊木山西古墳

所在地/各務原市井沼大伊本町2丁8 162番地1

古墳時代後期(6世紀後半～ 7

世紀前半)に造られた直径20m

以上の円墳と考えられます｡横

穴式石室はほぼ埋まりきった状

態で､古墳本来の墳丘などは失

われています｡

※見学の帝には事に注点して

ください

きつねづかせつかん

市指定史麟　狐壕の石棺

所在地/各務康市沖漕西町4丁目105番地

古墳時代後期( 6-7世紀)に造

られた古墳の石室に納められた

家形石棺で長さ約1.93m､幅約

0.82 mです.元は墳丘や石室を

ヽ伴っていたと考えられますが､昭

和初期の開墾時に失われたと

伝えられますo

いしようづかこふん

県指定史麟　衣裳塚古墳

所在地/各務弼沼現地町2丁自224番地

4世紀末～ 5世紀初頭に造られた円墳または前方後円墳と推定される盲

grで､直径52 m.高さ7 mの規模があります｡現在まで発掘珊査がなく､

古墳本体や副葬品なども含めてその詳細は知られていません｡

Qg軍軽重" 〟
所在地/各等麻布柵河西町1丁目138書地

舌端時代後期( 6世紀後半)に

遣られた大型の古鏡で､墳丘が

そのまま神社の境内となってい

ます｡墳丘や農遠泳は失われて

いますが､大型の横穴式有意が

南に向かって開口しています｡

市指定史Jl iii専心i p ll

所在地/各務原市払沼大安寺町1丁目1 1書地

宝蔵庫は墓町時代に鵜沼の丘

陵地に実在したとされる寺院で

すが､現在は失われ､塔と思わ

れる建物の礎石だけが残されて

います｡

※大安寺のbt内(=あります

ごりんこふん

摘　市指定史麟神林古墳

所在地/名寄原市煮脊町1丁目94替地1

古墳時代後期( 7世紀代)に造

られた直径約10 mの円墳です｡

横穴式石室が開口していますo

戎見事の仲には幸(=注点して

ください

からや手こふん

轟播定量麟　横山古gt

所在地/各茅原市捌D柄UJ町1 52番地

十号言十十;,

柄LLl古gttLI土

■41+

古墳時代前期(4世紀後半)に造られた境長約82 mの前方後円墳です｡

各務原市内では最古の古墳のひとつで､古墳が所在する柄山の山麓で

見つかった巣窟鶴は市重要文化財に指定されています｡

'tl◎　市指定史跡芋芸過詩誌音速　l耳rJ

所在地/各務原市i捌C手力町4番地

古墳時代後期(6世紀代)に遣られた2基の円墳で､手力雄神社本殿の

基に位置していますo横穴式石室をよく残していますが､出土品などは

伝わっていません｡

∴　ふな鵬墳

所在地/各務原市&沼大伊本町3丁目17番地

古墳時代後期(6世紀後半)に造られた市内では最も新しい前方後円墳

のひとつで､現存する墳長は約40mです,前方部と復円都にそれぞれ横

穴式石墓を備え､前方部の石墓からは組合式石棺や須恵番などが､復円

都からは金剛蓮箸(馬を鮒柵ナる装飾品)が出土しています.

きんじょうづかこふん

盆◎　市指定史臓金蝿噂古墳

所在地/各務原市浅沼東町8丁目133着地

古墳時代中期(5世紀後半)に

造られた直径38mの円攻です｡

古い記鼓によると古墳から金の

縄などが出土したとあり､金縄塚

の由来となっています｡

※A原野山西公EI内にあります

有季嘩率二二~~
所在地/各浄原市島野おがせ町3丁8 46書地1

p l

古攻時代後期(6世紀代)に造られた群集境です｡直径10- 15mほど

の円鎌が4基液托されています｡

盆盆窟蹴諒(1号墳:市指定畑) F互l

所在地/各護農市テクノプラザl T自55書地

3基の古墳を復元煮備して公開していますoいずれも古墳時代末期(7

世紀後半)に造られた横穴式石室の円嫌です｡

※vRテクノジャパンの取地内大方にあります

へいぞうじあととうしんそ

台　市指定史JI平薫寺麟塔心機

所在地/各捺原市折原熊田町2 TEl 20替地

7世紀後半､山田寺とならんで

建てられた古代寺院｢平蔵寺｣

の塔心礎と伝わる石です｡山田

寺のものより小ぶりであることか

ら､塔心礎石とも経蔵礎石とも

いわれています｡

@I箪垂~声寧串率二二警藩)
所在地/各務原市鳥J8北町4TE 102育地

尾崎EZ]地造成工事に伴い発掘

調査が行なわれた7世紀後半

の須恵器窯跡の復元模型です｡

斜面に築かれた半地下式の束

の特徴をよくとらえています｡

※尾や公EiI内にあります

･ t主井u.di･三山由

所在地/各務原市三井町2丁巨

三井山城は､土岐氏の家臣である

三井氏の居城と伝えられます｡全

体に自然地形を取り込んだ曲輪

の痕跡がよく放っています｡山頂

手前の登山道脇にある三井山古

墳は､古萌時代後期(7世紀代)

に遣られた横穴式石墓を持つ円

gEと思われます｡

いざやまじようあと

伊木山城麟

所在地/各務原市札沼伊木LIJLiJ耳


